
＜校務利用＞ ④ 「表計算ソフトのマクロ機能により進路指導資料を自動作成」

広島市立牛田中学校（広島県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-4

目的

繰り返し実行”目標”：”成績値”が”基準値”よ
り大きい場合”〇”を出力し、”
成績値”が”基準値”より小さい
場合”△”を出力する。
”手順”：⓪”成績値”はO15に入
力されている。①N15のセル
の値を取得する。②A41：
A91の範囲から一致する値を
検索する。③一致した行のEの
セルの値を取得する。④”一致
した行のEのセルの値”を”基準
値”として”目標”を実行する。

目的
背景

• 勤務時間短縮

• 指導品質の均一性（精度向上）
・条件2

・条件1

一目でわかる資料

◎ 目的達成
◎ 自然言語で指示可能

成果◎ 資料の信頼性向上

課題△ 試行錯誤が多い

目的結果
①指導負担の軽減
②指導資料の共通化

プログラム熟練者でなく
ても作成可能

・条件3

自然言語

プログラム言語
教師による指導のばらつき

使ってみて

①個別指導資料作成時間短縮
②進路の網羅性の向上

ポイント

個別指導資料

完成

生徒の成績等と進路資料を

突き合わせて進路指導

解決したい課題

期待効果

・機能1

・機能3

・機能2

モジュール 統合

要件入力

個別指導資料

機能毎に作成 （生成AI効果）

・準備のために資料に向き合う時間が減った。
・進路指導に自信が持てるようになった。
・進路指導にミスや漏れが無いかの心配が
解消された。

教師の反応

要件

生成AIパイロット
校成果報告会ポス
ターセッション
（東京）
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火曜日発表資料

・メンテナンスができるよう
人材を育成したい。

・他校への普及をすすめたい。

今後


